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コロナ禍における日本の老舗企業の奮闘

竇 少杰（立命館大学）

1．はじめに

2020 年，新型コロナウイルス感染症の急速拡

大の影響を受け，世界各地で都市封鎖，いわゆる

ロックダウンが次々と実施され，グローバルにお

ける人々の自由な移動は一瞬にして止まった。そ

れにともない，世界経済が急激に冷え込み，「コ

ロナ倒産」となった企業が相次いでいる。日本国

内では，NHK のニュースウェブが 2020 年 9 月 9

日に発表した記事によれば，新型コロナウイルス

関係で破産などの法的手続きをとって倒産した企

業と，事業を停止して法的整理の準備に入った企

業は，2020 年 2 月から 9 月 8 日までの累計で 500

社に達したという。アメリカでは，米国破産協会

（ABI）が 2020 年 7 月 6 日に公表したプレスリ

リースによると，2020 年上半期の企業の米連邦

破産法第 11 章（日本の民事再生法に相当）の申

請数は前年同期比 26％増の 3,604 件となってお

り，新型コロナウイルス感染症拡大による経済活

動の停滞を受けて，経営破綻に陥る企業数は急増

しているという。そしていち早く「抗疫戦争」に

勝利宣言をした中国においても状況が深刻であ

り，中国の民間経済分析プラットフォーム「呉暁

波頻道」が 2020 年 3 月 13 日に発表したデータに

よれば，新型コロナウイルス感染症の拡大状況が

もっとも厳しかった 2 月において，解散手続きを

行なった中国企業の数は 24 万 7,000 社にのぼっ

たという。

以上のように，新型コロナウイルス感染症の感

染拡大の影響を受け，経済規模のトップスリーの

国で「コロナ倒産」が多発しており，世界諸国の

企業は突如やってきたコロナショックにより未曾

有の深刻な状況に陥っていることがわかる。

ところが世の中の多くの企業が厳しい状況に直

面させられているなか，一部の企業が改めて脚光

を浴びるようになっており，それは日本に数多く

存在している老舗企業である。これまでにも日本

の老舗企業は事業承継問題や伝統産業のイノベー

ションといった研究課題とのからみで度々注目さ

れてきた。今回の新型コロナウイルス感染症がも

たらした深刻な状況のなか，日本の老舗企業が注

目されるポイントは，やはり長期にわたってさま

ざまな危機を乗り越えてきた持続可能な経営のメ

カニズム，およびその強い危機対応能力であると

言えよう。

では日本の老舗企業はなぜ危機に強いのだろう

か。その持続可能な経営のあり方にはどのような

特徴があるのだろうか。本研究はケーススタディ

を通じて，300 年の松栄堂，400 年の小丸屋住井，

100 年の洛中髙岡屋の新型コロナウイルス感染症

における対応の考え方と具体的な対策を考察する

ことを通じて，老舗企業の経営における特徴を明

らかにしたい。

2．先行研究

2000 年代以降，老舗やファミリービジネスに

関する研究（例えば横澤編 2000，後藤 2009 な

ど）が多く蓄積されてきた。とくに老舗企業の危

機対応に特化した先行研究としては，後藤編
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（2017）がもっとも目立つ存在である。後藤編

（2017）は，人事・事業・天災・倫理の 4 側面の

リスクマネジメントから老舗企業の強い危機対応

能力にアプローチし，さまざまな事例を踏まえて

考察している。しかしそこでの考察は総花的であ

ると言わざるを得ず，日本の老舗企業がなぜその

ようなリスクマネジメントができているか，その

根本的な原因の考察と仕組みの分析まで踏み込ん

で行われることはなかった。

海外における日本の老舗企業の「伝統と革新」

の関係を考察し，持続可能な経営の実現メカニズ

ムを探る研究において，中国語で刊行された李

（2020）は注目すべき研究成果である。本書は中

国人の視点から出発し，日本社会の伝統や商業道

徳などを踏まえた上で，月桂冠や美濃吉など 7 社

の老舗企業の事例を考察・分析し，伝統を守りな

がら革新を絶えずに行っていることが日本の老舗

企業の最大の特徴であるとの結論を示した。しか

し著者の李が中国人であることから日中比較が自

然に行われたものの，後藤編（2017）と同様にイ

ンテンシブな探求に至らなかったことは残念で

あった。

3．�ケーススタディ（松栄堂・小丸屋住井・洛中

髙岡屋）

3–1．松栄堂の事例

松栄堂は宝永年間（1700 年頃）に京都で創業

された各種薫香の製造・販売を本業とする老舗企

業である。初代畑六左衛門守吉が京都烏丸二条で

日常生活用品を販売する「笹屋」を創立したが，

周囲の漢方薬店から漢方薬の原材料を仕入れ，線

香を作り，販売もしていた。この「笹屋」は松栄

堂の前身である。その後，笹屋の線香の人気が

徐々に上がってきて，三代目の畑守経が店の主要

業務を線香や匂い袋などの製造と販売へ舵を切

り，創業時の屋号も「笹屋」から「松栄堂」へ変

更した。現在，松栄堂には正社員 185 名，非正規

雇用者 60 名が働いており，主に各種の薫香（線

香・焼香・練香・匂い袋等）の製造と販売に従事

している。

300 年以上の歳月をわたって持続可能な経営を

実現してきた松栄堂はこれまで，「細く　長く　

曲がることなく　いつも　くすくす　くすぶって　

あまねく　広く　世の中へ」という家族精神を

しっかりと守りながら，さまざまなイノベーショ

ンを起こしてきており，つまり「不易流行」して

多くの危機を乗り越えてきた。コロナ禍におい

て，松栄堂も攻守兼備をもって，さまざまなイノ

ベーションを起こしながら奮闘した。

�守：外出が制限されている中，県をまたいだ出

張はほとんどできず。

�　�→　地元京都の地盤はまだ固まっていないこ

とに気づく＝京都での営業を強化した。（近

年，京都でも凄まじい変化）

�攻①：『おうちで Koh-labo におい香を作ろう』

の商品化（2020 年 5 月）。緊急事態宣言下のお

うちにいる時間を楽しもう！ （材料セットを

ネットで購入し，楽しみ方はオンライン動画を

参照）

�攻②：お香の移動販売車－ Incense Station こ

とことワゴン（2020 年 10 月）運行開始。「移

動が制限されている中，お客様が来店できない

のであれば，お客様のところへ行く。」

3–2．小丸屋住井の事例

株式会社小丸屋住井は，寛永元年（1624 年），

京都で創業された老舗企業であり，その歴史は千

年以上と推測される。当時，公家であった住井家

は時の帝より「深草の真竹を使い団扇作りを差配

せよ」との命を受け「深草うちわ」を確立したと

いう。創業以来，住井家は十代にわたって「小丸

屋」という屋号と「信念不動」「利他の心」とい
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う家訓を守りながら，竹や和紙を使って「深草う

ちわ」や「京丸うちわ」，舞扇，京扇子，舞踊小

道具などを職人の技で製作し，日本の伝統文化，

とくに「北野をどり」「都をどり」「京おどり」

「鴨川をどり」など「京都の春の風物詩」と呼ば

れる様々な舞台を，主に受注生産で支えてきた。

現在，小丸屋住井の正社員は全部で 5 名，平均年

間売上高は 1.5 億円程度で，まさに細く長く，堅

実な経営を行ってきた日本の典型的な老舗企業で

ある。2012 年，日本の伝統文化をより身近に感

じてもらうため，小丸屋住井は本店の横にサロン

をオープンし，一般市民も気軽に入店でき，気軽

に日本の伝統文化と触れ合える形にしたことを

きっかけに，ごくわずかであるが，個人向けの販

売も始めた。

コロナ禍の発生によって，京都の春の風物詩で

ある舞台の仕事だけではなく，西日本の日本舞踊

の会もすべて中止となり，小丸屋住井の業務量は

激減された。厳しい状況のなか，小丸屋住井も松

栄堂と同様に，攻守兼備で未曾有の危機に対応し

た。

�守：�2020 年 4 月から大規模な整理整頓を実施

し，原材料や完成品の在庫を整理できた

が，「虫被害」問題も発覚したため，「虫対

策」を講ずることができたのである。これ

はまさに「ピンチはチャンス！」であっ

た。

�攻①�：東京五輪企画から「スポーツ京うちわ」

の誕生

�攻②�：ウォルト・ディズニー・ジャパンとのコ

ラボレーション

�攻③�：オンラインショップの立ち上げと SNS

による発信

�攻④�：「KAMIZU グッズ共生プロジェクト」

でコロナ禍で疲弊した神社を救え

3–3．洛中髙岡屋の事例

洛中髙岡屋の正式な社名は株式会社髙岡であ

り，現社長髙岡幸一郎の祖父である髙岡徳太郎

（1898 − 1970）が，老舗百貨店大丸の京都店の布

団加工所として 1919 年に創業した。当時の屋号

は「髙岡商店」であった。1961 年に髙岡商店は

株式会社へ改組し，社名も現在の「株式会社髙

岡」へ変更したという。資本金は約 1,000 万円，

従業員は 20 人，年商は約 3 億円である。創業以

来，代々受け継いできた布団作りの職人技で布団

を作ってきたが，現在は布団などの寝具のみなら

ず，様々な座布団やクッションなどの「寛具」

（カング，寛ぐための道具，髙岡幸一郎氏の造語）

の企画と製造を行っており，日本国内のみなら

ず，海外でも事業を展開している。

ヒアリング調査によると，コロナ禍のなかで，

洛中髙岡屋の売上高は金額的にほとんど変わって

おらず，そこには洛中髙岡屋の「ピンチはチャン

ス！」的な奮闘があった。

�攻①�：コロナ禍の外出制限により，外食や宴会

も減少＝チャンス！

�　　�長寿祝いや出生祝い：コロナ前は会食が多

いが，コロナ禍になり，ギフトの贈呈が増

えてきた。

�攻②�：在宅の時間が増え，家で寛ぐことが多く

なった＝チャンス！

�　　�座布団をギフトにしてはいかが？マイ座布

団はいかが？

�攻③�：海外対応への強化：コロナ禍の影響を受

け，海外の展示会への積極的な出展と参加

ができなくなったことから，洛中髙岡屋が

海外向け EC サイトと SNS による海外発

信と外国客との交流を強化した。
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4．おわりに

コロナ禍のなかにおいても，本稿で考察した老

舗企業 3 社の事例からわかるように，日本の老舗

企業の危機対応能力は非常に強いものであった。

具体的には以下の特徴を整理することができる。

①�強い危機対応能力の根本には「不易流行」が

ある。

②�大きな危機の前でも，家訓や家族精神，家族

理念などをしっかり守り，「ピンチはチャン

ス！」として積極的に危機を乗り越えようと

している。

③�イノベーションを積極的に駆使し，果敢的に

チャレンジしている。

④�企業規模の拡大を追求しないが，長く存続す

ることを大事にしている。

⑤�つねに「共生」を大事にしながら行動をして

いる。


